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【課題の概要】 

 本研究は、アフリカにおける養育者－子ども間の相互作用に

関するデータ収集・分析により、行動の社会化、言語の身体化、

制度の内面化、及びそれに伴う行動・言語・制度環境の再編プ

ロセスを明らかにしつつ、「子育ての生態学的未来構築」として

理論構築から応用実践までを目指すアクション・リサーチであ

る。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 人生初期（０～５歳）においてハビトゥス（知覚・思考・行

為を生み出す身体的性向）が形成される間主観的過程とマイク

ロ・ハビタット（相互行為を可能にする構造化された場）とが

循環的に相互構築されていく仕組みを明らかにすると同時に、

その構築自体を支援していくというアプローチ（アクション・

リサーチ）は人類学、心理学、言語学、社会学など幅広い分野

への貢献が期待でき、学術的意義は高い。狩猟採集民と農牧民

のコンタクト・ゾーン３地域（ボツワナ、ナミビア、カメルー

ン）を比較しつつ、コミュニケーション研究を生態学的な視点

から統合・発展させ、包括的に社会性の成り立ちを理論化する

ことが期待される。 


